
様式（１）-①

都市再生整備計画（第
だ い

２回
か い

変更
へ ん こ う

）

神戸西神中央
こ う べ せ い し ん ち ゅ う お う

地区（その２）

兵庫
ひ ょ う ご

県　神戸
こ う べ

市

令和８年３月

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 ■

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



都市再生整備計画の目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 3.1 ha

令和 5 年度　～ 令和 8 年度 令和 5 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人／12時間 令和4年度 令和8年度

回/年 令和3年度 令和8年度

人／12時間 令和4年度 令和8年度

広場利用回数 広場の利用回数(イベントなど） 近隣センター及びその周辺部のにぎわい、魅力向上の指標となる 2 4

公園利用者数 狩場神尻公園利用者数（平日、休日の平均） 近隣センター及びその周辺部のにぎわい、魅力向上の指標となる 67 87

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

・郊外の拠点においては、商業・業務、文化機能や交通結節機能、隣接市など広域を対象としたターミナル機能などの維持・充実を図る。

歩行者交通量 地区内歩行者通行数（平日、休日の平均）
近隣センター及びその周辺部の回遊性の向上、賑わいづくりの指
標となる

168 218

大目標：　多世代が集う地域コミュニティの核となる地区を目指し、まちのにぎわい創出を目指す
　　目標１：まちの賑わいづくり
　　目標２：まちの魅力向上

本市では、50年先も心地よく健やかに住み続けられるまちをめざし、「コンパクト・プラス・ネットワーク」「様々な分野との連携」といった観点で取り組みを進める。
■コンパクト・プラス・ネットワーク
・人口減少や多様なライフスタイルに対応した都市計画制度等の適切な運用をすべく、原則として住宅開発等による市街化区域の拡大を抑制し、良好な既存ストックを有効に活用する。
・広域型都市機能の維持・充実・強化として、広い範囲をサービスの対象とする広域型都市機能を、都市の中心となる拠点や生活の中心となる拠点に誘導する。
・便利で快適・効率的な人と物の移動環境の確保として、市域を越える広域交通ネットワークと連携を図りながら、総合的な交通環境の形成をめざし、鉄道やバスなどの公共交通を中心とした交通ネットワークの維持・形成を推進する。
■様々な分野との連携
・都市計画だけでなく住宅、公共施設、医療・福祉、子育て、教育などまちづくりに関する様々な分野と連携を図りながら施策を推進する。
・市街化区域においては、地域の課題に応じて「生活関連サービスの確保」「良好な地域コミュニティの維持」「安定した雇用の創出・子育て環境の向上」など関連する施策を推進する。
・市街化調整区域においては市街化区域と「連携」しながら施策を推進し、防災上課題のある箇所についても市民の命を守るための施策に取り組む。

・高度経済成長期の既成市街地の人口・産業の流入と集中過密化を防ぐため、昭和44年に西神ニュータウン開発基本構想を策定。
・昭和57年にまちびらきし、昭和62年に神戸市営地下鉄西神・山手線の西端である西神中央駅が開業。
・西神中央地区では4つの地区センターがあり、本地区であるかりばプラザは昭和61年9月に開設。
・平成17年西神住宅団地の人口がピークを迎える（約5.3万人）。以後人口の減少と高齢化が進行。
・令和4年現在、地域（狩場台、糀台）の高齢化率は約38％と、神戸市全体の高齢化率33％を大きく超える

・周辺地域の高齢化に伴う本地区のにぎわいの減少
・にぎわいの減少による商業施設の撤退
・利用ニーズに合っていない公園や広場、回遊性の低さや道路の雰囲気の悪さにより地区の分断感がある

○第５次神戸市基本計画　　神戸を支えるまちを形成する ー 都心域及び地域拠点・連携拠点などの機能強化 ー地域拠点・連携拠点　～ 連携拠点（岡場、西神中央）を設定～
○神戸２０２５ビジョン　　　　　７．基本目標（ビジョンの施策）　基本目標６　将来にわたって持続可能な都市空間・インフラ　⑥計画的開発団地（ニュータウン）のリノベーション
〇神戸市都市空間向上計画～次世代に継ぐ持続可能なまちづくり～において、西神中央地区（その２）全体が居住誘導区域に含まれる。

都道府県名 兵庫県 神戸
こ う べ

市 神戸
こ う べ

西神中央
せいしんちゅうおう

地区
ち く

（その２）

計画期間 交付期間 8



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【まちのにぎわいづくり】
　・多様な世代に親しみやすく、使いやすいコミュニティの核となるとなるような公園や広場の改良を行い、周辺地域の賑わいを創出する

【基幹事業】　(公園)狩場神尻公園改良
【基幹事業】  (既存建造物活用事業)かりばプラザ集会所改修

【まちの魅力向上】
　・地区の魅力向上を図ることで、多様な世代が住みやすいまちを実現する

【基幹事業】　(公園)狩場神尻公園改良
【基幹事業】  (既存建造物活用事業)かりばプラザ集会所改修



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

公園 神戸市 直 2650㎡ R5 R8 R5 R8 56.0 56.0 56.0 56.0 －

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設 地域交流センター

観光交流センター

テレワーク拠点施設

賑わい・交流創出施設

賑わい・交流創出施設（地域資源活用型）

子育て世代活動支援センター

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

広域連携誘導施設

既存建造物活用事業 神戸市 直 300㎡ R6 R8 R6 R8 100.0 100.0 100.0 100.0 -

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

こどもまんなかまちづくり事業

暑熱対策事業

合計 156 156 156 0 156 - …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

地域創造
支援事業

事業活用
調査

まちづくり活動推進
事業

交付期間内事業期間

細項目

（参考）事業期間

かりばプラザ　集会所改修

住宅市街地総合整備事業

狩場神尻公園改良

交付対象事業費 156.0 交付限度額 70.2 国費率 0.45

（参考）事業期間 交付期間内事業期間
細項目

「都市構造再編集中支援事業」を活用の場合、本様式を使用すること

都市再生整備計画全体の

B/Cを算出する場合、記入



居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0 0 0 0 0 …C

合計(A+B+C) 156

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模 全体事業費

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

（いずれかに○） 事業期間

（いずれかに○） 事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（参考）事業期間 交付期間内事業期間



都市再生整備計画の区域 様式（１）-⑥

　神戸西神中央地区（その２）（兵庫県神戸市） 面積 3.1 ha 区域 神戸市西区狩場台3丁目9

Ｎ

凡例

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

官公庁

地下鉄

西神住宅団地

西神工業団地

神戸西神中央地区

（その２）3.1ha

西区役所

神戸市営地下鉄

西神・山手線

西神中央駅



歩行者交通量 （人/12時間） 168 （R4年度） → 218 （R8年度）

広場利用回数 （回/年） 2 （R3年度） → 4 （R8年度）

公園利用者数 （人/12時間） 67 （R4年度） → 87 （R8年度）

　神戸西神中央地区（その２）（兵庫県神戸市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

大目標　：　多世代が集う地域コミュニティの核となる地区を目指し、

　　　　　　　 まちのにぎわい創出を目指す

　　　　　　　 目標１：まちの賑わいづくり　　目標２：まちの魅力向上

代表的な

指標

様式（１）-⑦-１

基幹事業

都市再生整備計画区域

都市機能誘導区域

居住誘導区域

官公庁

地下鉄

凡 例

■基幹事業：既存建造物活用事業
かりばプラザ集会所改修

■基幹事業：公園
狩場神尻公園改良



計画の名称：神戸西神中央地区（その２）　　事業主体名：神戸市 　

チェック欄

　１）まちづくりの目標が都市再生基本方針と適合している。 〇

　２）上位計画等と整合性が確保されている。 〇

　１）地域の課題を踏まえてまちづくりの目標が設定されている。 〇

　２）まちづくりの必要性という観点から地区の位置づけが高い 〇

　１）目標と指標・数値目標の整合性が確保されている。 〇

　２）指標・数値目標と事業内容の整合性が確保されている。 〇

　３）目標及び事業内容と計画区域との整合性が確保されている。 〇

　４）指標・数値目標が市民にとって分かりやすいものとなっている。 〇

　５）地域資源の活用はハードとソフトの連携等を図る計画である。 〇

　１）十分な事業効果が確認されている。 〇

　２）事業連携等による相乗効果・波及効果が得られるものとなっている。 〇

　１）まちづくりに向けた機運がある。 〇

　２）住民・民間事業者等と協力して計画を策定している。 〇

　３）継続的なまちづくりの展開が見込まれる。 〇

　１）計画の具体性など、事業の熟度が高い。 〇

　２）交付期間中の計画管理（モニタリング）を実施する予定である。

　３）計画について住民等との間で合意が形成されている。 〇

都市構造再編集中支援事業事前評価シート

Ⅱ．計画の効果・効率性

③目標と事業内容の整合性等

①都市再生基本方針との適合等

②地域の課題への対応

⑤地元の熱意

⑥円滑な事業執行の環境

Ⅲ．計画の実現可能性

Ⅰ．目標の妥当性

④事業の効果




